
学びをあきらめない

社会を目指して

-ビジネスと NPO の連携で生まれる

社会課題解決の取り組み-

※ 本資料の２次利用はお控えください。



NPO法人eboard

代表理事 中村孝一

2005 大学入学

学習塾や学習支援ボランティアに従事

2011 任意団体としてeboardの活動をスタート

2013 団体をNPO法人化

2016 世界経済フォーラム Global Shapers に選出

2009 卒業後、アクセンチュアに就職

2010 アクセンチュアを退職

教育現場で課題を痛感



NPO法人eboard 沿革・受賞歴

2011 任意団体としてeboardの活動をスタート

2014 日本e-Learning大賞にて、文部科学大臣賞を受賞

2021 第5回 ジャパンSDGsアワードにおいて、SDGs推進副本部長（内閣官房長官）賞を受賞

2013 公立学校で初めての導入

団体をNPO法人化

2015 総務省「先導的教育システム実証事業」に参画

2020 経済産業省「未来の教室実証事業」内の利用教材として採択

2023 ICCサミット KYOTO 2023 ソーシャルグッド・カタパルト ３位入賞

2024 公益財団法人社会貢献支援財団・第61回社会貢献者表彰を受賞



中学3年生 30人学級



25人が 塾に通っています



5人は お金がないので通えません



現在、生活保護を受けています。

通信教育で何かよい物をと思いましたが、料金的に厳しいのと

ほとんどがクレジットカード必須なので、受講できない状況です。



2人は 学校に来ていません



3人は「学校がつらい」と感じています



中学１年生の秋から学校に通えなくなりました。

最初は過敏性腸症候群を発症し、その治療の過程で先生からの暴言が

あったことがわかりました。当時も今もそのことについては本人は

全く話せず、学校に関わる事柄には部屋にこもったり、怒ったり

泣いたりと情緒的に反応します。学校の先生とのトラブルでしたので

大人の人と関わる塾なども難しい状況です。



3人は 学習や行動面の困難があります



4年生の頃より「頭の中で文章はおもいつくんだけど、上手く

まとめられず文章となると字がかけない。学校の騒音が嫌だ。

コミュニケーションのとり方がわからない」と言い出し、

カウンセリングを受けていました。6年生になり4月欠席が増え、

4月末より不登校になりました。



６校に１校がなくなりました



お金がないから、

学校に行けないから、

ここは田舎だから、

他の子と同じように学べないから



学びをあきらめない社会





いつでも、

どこでも、

自由に学べる



家庭、公立学校

非営利活動

すべて無料
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塾に行けていれば先生とかに聞けてもっと楽しいん

だろうなとか、また少し自己嫌悪になりそうだったんですけど

「eボードさんがね、理科もやってくれてね、私がずっと分からな

かったことが、一番分かりやすく教えてくれた！」と

そして、カントリーマアムも食べて喜んでいました。



発達障害のある息子にeboardを使わせて、３か月近くになります。

これまで通知表は１と２ばかりでしたが、本当は勉強したかった

みたいです。勉強がしたくない子なんていないということを

息子に教えられました。勉強でもスポーツでも、何かができるよう

になっていく感覚は心の内側から充実を感じる素晴らしい体験

なんだと思います。



小学生の息子がいじめを受けたことをきっかけに学校へいけなくなり、そこから色々な学校が

あること、学びのスタイルがあることを知りました。家庭学習もそのひとつ。学校を休んで

元気が出てきた頃、さて勉強をどうしようか、何かいい教材はないかと探していた時、eboardに

出会い、なんて素晴らしい教材だろうと、本当に感激しました。子ども心をくすぐり、子どもの

心に寄り添い、優しい声色で分かりやすく教えてくれるeboard先生。。路頭に迷っていた私たち

親子は、どんなに救われたことでしょう。自宅で、自分で、自分のペースで学んでいいんだ。

そう肯定してくれたようで、勇気と安心をもらいました。

その後我が子は学校へ通うようになり、将来の夢に向かって勉強も頑張りたい、と卒業文集で書

いておりました。また学校へ行けなくなったり、勉強でつまづいても、eboard先生があるから大

丈夫、と子どもも思っていると思います。本当にありがとうございます。

全ての迷える子どもとその親たちへ届きますように。今後も応援しております。

先週届いた声



なぜ、無料なのか？



理由① 貧困家庭に届ける



理由② 明日、現場に届ける



理由③ 少数派に届ける





なぜ、無料なのか？②



寄付金

884万円

助成金

139万円

協賛金

814000

事業収入

3,944万円

受託事業

673万円

その他

6万円

寄付は15%



学習塾などの

営利活動は

有償（激安）



学びをあきらめない社会



今日はそのお願いに
やってきました！



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

きっかけは…



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

コロナ禍

休校中 100万人が利用

昨対比 ＋1005.7% 



2020年4月28日 ろう学校の先生から

本校は、聴覚障害のある児童が120名ほど通う学校です。

動画やアニメーションで「字幕」がつくと、さらに子供たちは活用できます。

他のろう学校でも使い始めています。一気に字幕をとは申しませんが、

可能な限り、字幕表示をお願いできないでしょうか。

各学校の対応で大変なところかと思いますが、御検討をお願いします。



この国の映像授業には字幕がついていない



ろう学校に在籍する子 約8,000人



「この字幕だと、ちょっと使えないですね」

（手話で）



eboardへの寄付・ボランティアで実現した取り組み例①

やさしい字幕プロジェクト



20社 1100名以上のボランティアが集結



日本で唯一 字幕がついた映像教材



ろう・難聴の子

2〜4万人

外国につながる子

6.9万人

学習困難を抱えた子

通常学級の約6%







学校にいない。

授業にいない。
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不登校 34万人





現在中学２年生ですが、１年生の秋から学校に通えなくなりました。

最初は過敏性腸症候群を発症し、その治療の過程で先生からの暴言が

あったことがわかりました。学校の先生とのトラブルでしたので、

大人の人と関わる塾なども難しい状況です。

「先生のこと」



「友達のこと」

長期間、同じクラスの子から、いじめ（嫌がらせや脅し、暴力）

を受け、小3の3学期から、不登校状態になりました。

小4の7月に医療機関を受診しPTSDの診断を受けています。

登校できたとしても、フラッシュバックが起きるなど、クラスで

過ごすことができないため、登校できた時は、支援級で過ごして

います。



不登校ー生活困窮・障害

現在、生活保護を受けています。

小学校５年生の娘が発達障がいグレーゾーンに近い数値で、

毎朝起きることができず、週のうちほとんどを登校できない

状態です。５年生ですがまだかけ算も微妙な感じで、

学習からかなり遅れています。



3人に1人が専門的な支援を受けていない

61.2%
38.8%



eboardへの寄付・ボランティアで実現した取り組み例②

不登校・子ども支援人材向け研修プログラム



社会的インパクト評価により成果を確認



全国初の「認証制度」で研修を受託





日本で唯一 字幕がついた映像教材



でも、それって

生成AIで できんじゃない？



eboardへの寄付・ボランティアで実現した取り組み例③

「やさしい日本語」化ツールの開発



自分で文章を読み解く助けに



お願い① 社会貢献部門におつなぎください！





それはちょっと難しい…

という方は



寄付金

884万円

助成金

139万円

協賛金

814000

コンテンツ提供

1,352万円

事業収入全体

3,944万円

受託事業

673万円

その他

6万円

事業収入の1/3は「コンテンツ提供」





実証事業



社会貢献×広報



NPOのリソースは

あまりに小さい



ビジネスにおける協働は

課題解決に欠かせないアクション



“企業が自社のパーパスに合ったＮＰＯを応援して

新しいコミュニティーをつくり、みんなが生き生きと

挑戦できる社会を、経済同友会は目指す。”

新浪剛史・経済同友会代表幹事



お願い② 一緒に事業をつくりましょう！







自分には何もできない…

と思った あなた！



あなたも入れるプログラムがあるんです…！



eboardのマンスリーサポーター



寄付金

884万円

助成金

139万円

協賛金

814000

事業収入

3,944万円

受託事業

673万円

その他

6万円

寄付は15%



寄付金

884万円

助成金

139万円

協賛金

814000

事業収入

3,944万円

受託事業

673万円

その他

6万円

「その15%」で eboardは「維持」されています



eboardに寄付してもらいたい３つの理由



理由① 日本で１番多くの子どもに届く活動
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年間利用者数

190万人



理由② 日本で唯一の無償のICT教材



理由③ 小さな応援が大きな力に

公立学校
300人

eboard
190万人

年間予算
2億4,000万円

年間予算
6,000万円



「eboardのおかげで、

『大丈夫』って

自信を失わずにいれた」



僕も、私も

学べるんだ。



学びをあきらめない社会



お願い③ 個人寄付で応援してください！



いつも応援ありがとうございます！

お問い合わせ

support@eboard.jp

https://info.eboard.jp/donation

イーボード 寄付

ご寄付

mailto:support@eboard.jp
https://info.eboard.jp/donation
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